
食品添加物が児童の多動性に与える影響に関する論文の発表について

年９月６日に公表された英国の医学誌 オンライン版において、食品添加物2007 Lancet
の混合物（合成着色料と保存料）を含む飲料水の摂取が児童の行動に与える影響につい

ての研究結果が発表された。

＜要約＞

方法：３歳児 名及び 歳児 名を対象とした、無作為化、二重盲検、プラセ153 8/9 144
ボ対照、クロスオーバー試験を行った。実験に供した飲料には「安息香酸ナトリ

ウム及び合成着色料の混合物（ 又は ） あるいはプラセボの混合物」が含まA B ＊１

Global Hyperactivityれていた。主要な結果の指標は、総合的多動性統合指標（

）であり、分析はプロトコルに従って行った。Aggregate, GHA ＊２

＊１）実験に使用された混合物の組成は以下のとおり。いずれも３歳児の場合の配合であ

り、 歳児に対してはこの 倍を使用した。8/9 1.25
混合物 ：食用赤色 号( )、食用黄色 号( )、食用黄色 号( )、A 102 5mg 4 7.5mg 5 5mg

カルモイシン ( )、安息香酸ナトリウム( )
＊ 2.5mg 45mg

、 、 、混合物 ：食用赤色 号( ) 食用黄色 号( ) カルモイシン ( )B 40 7.5mg 5 7.5mg 7.5mg＊

キノリンイエロー ( )、安息香酸ナトリウム( )
＊ 7.5mg 45mg

我が国では指定外添加物
＊

＊２）今回採用した は、児童の多動性行動（注意力が持続しない、席をすぐ外す、GHA
話を聞かない等）について、教師と親が当該行動の頻度等に応じて得点付けを行っ

た結果をもとにしている（ 歳児ではコンピュータ試験の結果をさらに追加 。8/9 ）

結果：被験者のうち、３歳児 名及び 歳児 名は、行動に関連しない理由によ16 8/9 14
り試験を完了できなかったが、残りの被験者のデータについて分析を行った。

混合物 は、 歳児全体に対する において、プラセボと比較して有意なA 3 GHA
影響を示した（ 値 [ 信頼限界 ]、 。しかし、混GHA 0.20 95% 0.01 - 0.39 =0.044p ）

合物 では有意な影響は見られなかった。この結果は、ジュースの 以上を摂B 85%
3 GHA 0.32 95%取し データ欠落のない 歳児集団に限定しても同様であった 値 [、 （

信頼限界 ]、 。また、 歳児では、飲料の少なくとも を消0.05 - 0.60 =0.02 8/9 85%p ）

A GHA 0.12 95%費しデータ欠落のない児童に限って分析した場合、混合物 （ 値 [

0.02 - 0.23 =0.023 B GHA 0.17 95% 0.07 -信頼限界 ]、 、混合物 （ 値 [ 信頼限界p ）

]、 ）ともに有意な影響を示した。0.28 =0.001p














